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授業実践の動画視聴と授業分析演習を
組み合わせた学習指導力養成プログラムの開発
清田　哲男　・　大橋　　功
　これまで，一コマ90分（２単位）であった授業時間が一コマ60分（１単位）となったこ
とを契機に，この新しいカリキュラムを積極的に活かした授業改善が求められている。清田・
大橋は，講座「図画工作科授業研究」と「図画工作科内容研究」を，共同で担当し，その内
容と方法を共有しながら授業改善に取り組んできた。その要点は，一方通行の「伝達-受容型」
の授業を脱し，学生の主体的で能動的な学習を通して，実践的な学習指導力を形成すること
にある。とりわけ，図画工作科では，教科書題材の目標や内容を理解し，児童の実態に合わ
せたものに修正あるいは改変する必要がある。それを，いかに指導するかを学ぶことが教師
を目指す学生にとって重要である。本稿では，授業実践を記録した動画を視聴し，検討する
ことを通して，教科書題材からどのように授業づくりが行われていくのか，学生自身が気づ
くための方法について考察を行った。
１　研究の概要と目的
　教育学部の学生が，学校園での実際の教育活動を
観察して何を見つめ，何を学ぶのかを考えることは，
教育実習での学びを深めるだけでなく，将来の教師
としてのイメージを高めるために必要である。特に，
授業を視聴したうえでの授業分析は，教師としての
実践的指導力を高めるうえで不可欠である。
　平成22年度の文部科学省の「教員の資質能力向
上方策の見直し及び教員免許更新制の効果検証に係
る調査集計結果」１）では，「学部段階の教職課程の
内容がカリキュラムが学校現場に即していない」と
感じている「教員（教育現場）」「学生」がそれぞれ
49.2％，42.0％であり，「教育委員会」に至っては
56.3％である。実際の教育現場で教員としての従事
経験がない学生の４割が感じている実情からも，よ
り学校現場に即した学びへの方策が必要であると感
じる。
　ただ，教員養成で附属学校園を有しているとは言
え，大学は小中学校ではない。限られた時間，空間，
ハードを活用して，これから教員に向かおうとする
学生に，教育現場での子供たちの学びの豊かさ，指
導することの喜び，充実感などを伝えることの工夫
が必要である。まず，必要であるのは，大学教員と
実習校も含め，教育現場の教員との信頼関係の維持
や，多様な連携方法の研究であろう。
　しかし，本学でも学生の小中学校の授業参観や，
小中学校教員の大学授業への招聘などもこれまでも
システムとして実施している。また，授業の様子の
動画の視聴も多くの授業で取り入れられている。そ
の中で，教科教育として研究をすすめるのは，教育
理論が教育実践のどの場面で，どのように生きてい
るのかを学生に実感させるソフト面の追究であると
考えた。そのために，これまでも動画視聴で指導の
様子を知る学習を行ってきたが，動画を見せるだけ
でその力を育成できるわけではなく，分析の手法を
身に付け，分析の結果を振り返る活動が必要である。
さらに，従来の90分授業では，45分又は50分の授
業の視聴とそれらを組み合わせることが困難であっ
た。そこで，60分授業の形態を活かし，動画視聴
の時間を効果的に組み入れたプログラムを提案す
る。
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− 82 −
識や思考，学力などの実態を把握することの重要性
を認識する。）
第２回：生活科における情報機器及び教材の効果的
な活用（公共物や公共施設を取り上げた生活科授業
の学習指導案の分析を通して，情報機器及び教材の
効果的な活用について理解する。）
第３回：生活科における外部人材の活用（自分の成
長に関する授業の視聴を通して，外部人材を活用し
た生活科の指導のあり方を理解するとともに，生活
科教材研究のあり方について理解を深める。）
第４回：生活科指導案作成の方法（栽培を取り上げ
た生活科の授業を想定して，生活科の教材研究とそ
れをふまえた指導案作成の手順について理解を深め
る。）
第５回：生活科指導案の作成及び検討（前回の作業
をふまえて，栽培を取り上げた生活科授業の指導案
作成に取り組み，作成した指導案を点検する。）
第６回：生活科模擬授業と振り返り（前回作成した
指導案の一部について模擬授業を行い，相互評価や
自己評価を通して，指導案の改善を行うとともに指
導上に留意すべきことを確認する。）
第７回：生活科と総合的な学習の時間の関係（身近
な自然を取り上げた総合的な学習の時間の取り組み
を視聴し，生活科との関係について考察する。その
うえで学校の教育課程全体における生活科の役割や
他教科及び他の教育活動との関連について検討す
る。）
第８回：生活科におけるカリキュラム・マネジメン
トのあり方・試験（カリキュラム・マネジメントの
考え方に基づいて，これまで視聴した生活科授業を
振り返りながら，その授業の作成のためにどのよう
なカリキュラム・マネジメントが必要かを考察す
る。）
　以上のシラバス案は，教科内容構成とコアカリ
キュラム案の両者をふまえて構想したものである。
もちろん，教員養成カリキュラムの中で教科に関わ
る授業科目は，上で取り上げた教科の指導法に関わ
るものだけではない。本稿では，指導法の科目を例
に，その案を示しただけである。今後は他の授業科
目も合わせて見直し，生活科に関わる指導力育成を
トータルに見直していく必要があろう。
Ⅳ．おわりに
　本研究においては，新学習指導要領までの近年の
教育改革の動きをふまえて，生活科の教科としての
特質がどのように変化したかを明らかにするとも
に，教科内容構成の成果を活かした生活科指導力育
成の方法について検討し，その成果を教員養成カリ
キュラムの授業科目案の提案という形で具体的に提
示した。近年，教育改革，特に教員養成の改革は社
会全体の課題ともなっており，一層注目されている。
大学にはそのような実践的な要請に応えつつ，教育
課程の大幅な再編や学校制度の改善をも視野に入れ
た長期的視野に立つ研究が求められる。
［注］
１）文部省『小学校指導書生活編』教育出版，1989
年，p. ７．
２）戸田善治「伝統的・常識的『かかわり』の批判
的学習を」広島大学附属小学校学校教育研究会『学
校教育』№951，1996年10月，p.21．
３）同上。
４）同上。
５）戸田（1996），p.22．
６）拙稿「生活科の基礎・基本と「総合的な学習の
時間」導入後のあり方 : 学習指導要領生活科の分
析に基づいて」岡山大学教育学部研究集録第121
号 , 2002年。
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２ 　小学校・図画工作科の指導法学習の特性とプロ
グラム構成の必要性
　小学校の教員が，図画工作科の題材を考える際，
担当する児童の成長過程や生活経験，造形経験を踏
まえ，その時点での資質・能力を明確にしつつ，教
員が児童につけたい力を，児童が形や色など造形的
な要素を用いて主体的に学ぶ姿が想定できることは
重要である。一方で，本学部の講座「図画工作科授
業研究」は２年次に設定されており，教育実習の本
実習前であるため開講時での受講学生は小学校での
児童との関わりの経験はほとんどない。
　しかし，教育実習で児童主体の教育活動を理解し
た上で授業等を行うことが求められる。そのために
は，２年次の段階で児童理解の上に構築された授業
構造把握や，その上で児童の姿からの様々な気づき
が教員養成カリキュラムの中に設定されることが必
要となる。
　そこで，今回は図１で示しているとおり，大学の
授業で学ぶ学生の「題材の理解」と，理解した題材
をどのように小学校で授業展開しているかを，授業
の動画から「授業分析」し，「児童の学ぶ力に応じ
た授業作りへの気づき」，「教師と児童との関わりへ
の気づき」，「自己の『表現する技能』を『伝える技
能』に転換することへの気づき」の３つの気づきを
学生に促すプログラムを構築した。視聴や授業の流
れは学習運営支援システム（Learning Management 
System：ＬＭＳ）であるC-learningを使用した。
授業の提供は教育実習先である岡山大学教育学部附
属小学校（以下，附小と表記）である。
図１　動画視聴と授業分析手法の演習を組み合わせた学習指導力養成プログラムの開発の構成図
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３　学習指導力養成プログラムの流れの一例
　授業プログラムとして，図画工作科の学習指導要
領に示されているA表現とB鑑賞の学習活動の理解
の上で以下の流れで学習活動を行う。
（１）教科書の題材の理解と検討
①　教科書の題材検討
　図画工作科の教科書では，授業評価を前提とした
学習目標を児童にも理解しやすいよう紙面づくりが
なされている。一例として図１内に示したN社の１・
２年下の教科書の中に示されている題材「くしゃく
しゃ　ぎゅっ」である。紙の触感を感じとらせたり，
中に紙くずなどを詰めて紙の人形を作り，自分の「友
達」をイメージとして投影させたりする立体表現の
題材である。
　この題材から，グループ活動で，児童につけたい
力，準備物等を整理させる。このときに図２のワー
クシート「題材カード」の作成を活用し，授業の構
造をイメージしやすいよう支援する。
②　作品の試作と指導ポイントの把握
　教科書から題材のイメージを汲み取ったあと，作
品を試作し，学生自身の製作時のイメージを反映さ
せて，以下の点を中心に検討し，再度「題材カード」
で授業の構成をまとめさせる。
○　製作のために必要な低学年の児童の知識・技能
○　準備する材料
○　製作によって培われる力
○　準備から製作，片づけまで，児童の活動の流れ
以上の題材検討と作品試作までを60分授業の一時
間ずつを使って行い，家庭学習でスマートフォン等
を活用して，「C-learning」の協働板に作品の写真
をアップロードの上共有し，２時間の活動内容につ
いて相互評価機能を用いてチームの仲間を評価させ
る。そして，次の授業で，教科書題材「くしゃ　く
しゃ　ぎゅっ」から，児童の実態に即して再構成し
た題材「ゆめ見ルンルン　まくランラン」を30分
程度に編集した動画を視聴する。その際，感じたこ
とや気づいたことなどを「C-learning」のアンケー
ト機能を用いてメモをさせ，提出させる。図３がア
ンケート機能で提出された学生の「気づき」等であ
る。これらの気づきを基に再度動画で検討すること
よって，学習者は，動画の中の児童の学びがより整
理される。
（２ ）教科書の題材を基に児童の実態に即した授業
展開の観察
①　授業の構造の理解
　「ゆめ見ルンルン　まくランラン」は「くしゃく
しゃ　ぎゅっ」と同様，様々な紙の触感を楽しみ，
袋状にした紙の中にシュレッターくずを詰め込んだ
ものをベースに製作するが，児童は，教科書のよう
な「人形」ではなく，自分の夢を見るための「まく
ら」を製作する。教科書題材から変更された理由は，
児童が，紙という素材の良さや可能性を感じながら，
主体的に主題生成していくプロセスをより明確にさ
せるためである。自分の夢を思い描く楽しさを味わ
わせつつ，より深く自己の内面に向き合わせ，主題
を導くことをねらっている。附小全体が言語活動を
テーマに研究してきたこともあり，他教科をはじめ
として，学校の教育活動全体で取り組んできた。
図２　題材カード
図3　「C-learning」のアンケート機能での学生の「気づき」
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　次の大学の授業では，視聴した児童の実態に応じ
た題材設定の変更などを学生に気づかせるために，
附小の授業を以下の構成要素に分けて提示できるよ
う，図４のように画像と動画を中心にスライド
（PPT）を作成する。
　　Ⅰ　授業の導入
　　　①前回のふりかえり
　　　②めあてを決める
　　Ⅱ　製作
　　　①紙と工夫
　　　②ボンド
　　　③製作と環境
　　　④高めあい
　　Ⅲ　鑑賞
　　Ⅳ　まとめと評価
②　授業の整理
○授業の導入
　「C-learning」のアンケート機能によって提出さ
れた学生の「気づき」を基に，授業の導入，製作，
鑑賞などの項目ごとに分けて，提示した後，さらに，
他の学生の「気づき」に対しての自分の意見をチー
ムで討議させ，まとめさせる。
　授業の導入段階についての検討では，以下のよう
に，学習指導要領の内容に照らしあわせたアンケー
ト内容からの討議がなされている。アンケート内の
下線は筆者によるものである。
・学習指導要領の「共通事項」に示されている
形，色，素材などについて児童自身が言葉にしてい
ることを取り上げていることに着目している点への
気づき
　　 生徒に色，形，触り心地を考えさせるような発問と
なっていた。また，配色の意味という発言から一つ
の物語を作り上げることで自由な発想に繋がり，そ
こが楽しさへとなっていたように見受けられた。生
徒間によるアドバイスができるような場面設定と
なっており高め合い，学び合いの場が作られていた。
その時間として鑑賞が当てられており図画工作科の
目標のA.B共に達成できるものとなっている
　　 導入のときに，色，形，さわり心地などを工夫して
いない例を出して，児童にどうすればよいかを自然
と言わせていたところが工夫していると思った。
　　 この事から，形を作るのではなく，どんな夢をみた
いのか，イメージを作品にするのだということが児
童に共通の認識になったと思う。作ったものに意味
が出てくると思う。
・教師主導ではなく，児童が学習活動の中で主体的
に考えるように授業構成が工夫されている点への気
づき
　　 この授業では子供が主体となっていて，先生が子供
に学ばせたいことを伝えるのではなく，子供達の方
から作品をどのようにしていきたいのかということ
を考えさせることができていた。子供達が自分の力
で作品をもっとこうしていきたいというイメージを
持てていたので，授業中にも様々な工夫を施そうと
試行錯誤している様子が見られた。
・児童の「気づき」や「思考」を導く教師のレトリッ
クへの気づき
　　 いままで工夫してきたことなどを児童たちから引き
出していたが，教師が自ら間違えた例をして，それ
を児童が指摘するというその方法がすごかった。ど
ういう方法で指導したら絶対に答えて欲しい意見が
出るという確信できる授業を作れるようになりたい
と思った。
　　 あとは，用具の工夫やめあてを児童自身で考えさせ
る（思い出させる）のいいなと思った。
・教師と児童との題材を介したかかわり方への気づ
き
　　 全体を通して，先生がこうしなさいと命令するので
はなく，先生が面白味のないものを見せたり，導入
をすることによって，児童が自然と ｢工夫したい！｣
｢つくりたい！｣ と思うように誘導していた。
図４　プレゼンテーション用スライドの例（授業の導入）
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○表現活動（製作）
　表現活動（製作）の段階での検討は，導入同様，
製作環境，道具の使用方法，グループ学習での学び
合いなどの効果について検討ができるよう，さらに
項目を分けて提示した。
　特に，学習環境についての討議が多く，環境の設
定や準備が学習計画にとって重要であることの理解
に至っているようである。以下は表現活動 (製作 )
の段階について，学生が「C-learning」のアンケー
トに記述した一部である。アンケート内の下線は筆
者によるものである。
　　 物の配置や準備も子どもの工夫や想像力を妨げない
ようにスムーズに使えるようになっていた。どうし
たら道具が使いやすいのかも考えられており，子ど
もも自然と道具の使い方を学べていたと思う。
　　 環境整備が行き渡っていて，活動しやすい状況をき
ちんと準備してあげているところも素晴らしいと
思った。
　　 ボンドをタッパに入れはけで塗れるようにしたり，
材料のコーナーを作って自由に創作できる環境が作
られていた。
○鑑賞活動
　児童にとっての鑑賞活動の意義を考え，よりよい
表現活動のために他者の意見を聞くことの重要性に
ついて確認し，鑑賞活動とはどのような学習活動な
のかについてチームで検討させた。また，鑑賞の方
法についても，児童につける力の視点から検討をさ
せた。
　相互鑑賞では，学びあい，認めあう活動への視点
が目立っていた。
　また，鑑賞とは何かについて，児童が思考してい
る状況についての視点も出ている。
　以下は鑑賞活動の段階について，学生が記述した
一部である。アンケート内の下線は筆者によるもの
である。
　　 鑑賞することの意味を児童に考えさせてから鑑賞に
入ることで，ただ感想を言い合うだけでなく，自分
の作品に生かしたりして，児童同士で高め合えてい
る点。
　　 毎回の授業で共通事項を確認すること。こんな風に
この紙が使えるよという見本を置いておくこと。自
分が悩んでいる時に友だちにアドバイスをもらい，
友だち同士で意見が言い合えるようにできるように
して，人の役に立つことがうれしいと思えるように
していること。鑑賞の意味について児童に考えさせ
ていること。
　　 授業において，作成をするだけではなく「かんしょ
う」(鑑賞 )というものを実際に言葉も用いて子ども
たちに鑑賞とは何かをはっきりさせ，鑑賞する側さ
れる側どちらにも良いところがあることを示し，全
体として有意義な授業にまとめあげられていた。何
回かに分けてある授業が，復習やまとめ，鑑賞によっ
てまるで一つの作品のようにまとまっていた。
　　 鑑賞のところで子ども同士のかかわりや高め合いを
自然と促せるような活動を取り入れて工夫している
と思った。
　　 アドバイスのシーンでは，「ありがとう！」や，「○
○さんに言われたツノを今日もっと強くしたい」な
どと，友達のアドバイスを素直に受け止めている。
他にも，良いと思ったところにシールを貼るなど，
鑑賞にあたる活動が充実していた。
　　 私が真似みたいと思った点は，褒め合うという所で，
アドバイスをしてもらって上手くいった子供も嬉し
そうだったが，それに対してありがとう，ありがと
うと言われた，アドバイスをした側の子供もすごく
嬉しそうだった。
４　児童の観察と学びの力の検討
　授業の項目ごとの整理の後で，再度，動画を視聴
し，児童の学習活動の観察をさせる。児童の目線，
表情，手を挙げて発表した後の児童の動きなどを追
わせて，児童が何に気づき，どのようなイメージを，
何の素材を選んで表現したかなど，気づいたことを
まとめさせ，その児童がどのような力を発揮したり，
獲得したりしたかなどについてチームで検討させ
る。
　授業を通して，児童の表現や鑑賞の能力，あるい
は学びに向かう力などを培っていくプロセスの理解
を，動画を活用して擬似体験させることで促す構造
である。勿論，それまでに，学生に学習指導要領の
理解や，造形遊びや作品をつくったりする経験が自
己にもたらす心的な影響などを客観的に把握させて
おくことが前提である。
　学生たちは，チームで児童の活動の一場面につい
て協議するが，学生たちが取り上げるシーンは導入
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　次の大学の授業では，視聴した児童の実態に応じ
た題材設定の変更などを学生に気づかせるために，
附小の授業を以下の構成要素に分けて提示できるよ
う，図４のように画像と動画を中心にスライド
（PPT）を作成する。
　　Ⅰ　授業の導入
　　　①前回のふりかえり
　　　②めあてを決める
　　Ⅱ　製作
　　　①紙と工夫
　　　②ボンド
　　　③製作と環境
　　　④高めあい
　　Ⅲ　鑑賞
　　Ⅳ　まとめと評価
②　授業の整理
○授業の導入
　「C-learning」のアンケート機能によって提出さ
れた学生の「気づき」を基に，授業の導入，製作，
鑑賞などの項目ごとに分けて，提示した後，さらに，
他の学生の「気づき」に対しての自分の意見をチー
ムで討議させ，まとめさせる。
　授業の導入段階についての検討では，以下のよう
に，学習指導要領の内容に照らしあわせたアンケー
ト内容からの討議がなされている。アンケート内の
下線は筆者によるものである。
・学習指導要領の「共通事項」に示されている
形，色，素材などについて児童自身が言葉にしてい
ることを取り上げていることに着目している点への
気づき
　　 生徒に色，形，触り心地を考えさせるような発問と
なっていた。また，配色の意味という発言から一つ
の物語を作り上げることで自由な発想に繋がり，そ
こが楽しさへとなっていたように見受けられた。生
徒間によるアドバイスができるような場面設定と
なっており高め合い，学び合いの場が作られていた。
その時間として鑑賞が当てられており図画工作科の
目標のA.B共に達成できるものとなっている
　　 導入のときに，色，形，さわり心地などを工夫して
いない例を出して，児童にどうすればよいかを自然
と言わせていたところが工夫していると思った。
　　 この事から，形を作るのではなく，どんな夢をみた
いのか，イメージを作品にするのだということが児
童に共通の認識になったと思う。作ったものに意味
が出てくると思う。
・教師主導ではなく，児童が学習活動の中で主体的
に考えるように授業構成が工夫されている点への気
づき
　　 この授業では子供が主体となっていて，先生が子供
に学ばせたいことを伝えるのではなく，子供達の方
から作品をどのようにしていきたいのかということ
を考えさせることができていた。子供達が自分の力
で作品をもっとこうしていきたいというイメージを
持てていたので，授業中にも様々な工夫を施そうと
試行錯誤している様子が見られた。
・児童の「気づき」や「思考」を導く教師のレトリッ
クへの気づき
　　 いままで工夫してきたことなどを児童たちから引き
出していたが，教師が自ら間違えた例をして，それ
を児童が指摘するというその方法がすごかった。ど
ういう方法で指導したら絶対に答えて欲しい意見が
出るという確信できる授業を作れるようになりたい
と思った。
　　 あとは，用具の工夫やめあてを児童自身で考えさせ
る（思い出させる）のいいなと思った。
・教師と児童との題材を介したかかわり方への気づ
き
　　 全体を通して，先生がこうしなさいと命令するので
はなく，先生が面白味のないものを見せたり，導入
をすることによって，児童が自然と ｢工夫したい！｣
｢つくりたい！｣ と思うように誘導していた。
図４　プレゼンテーション用スライドの例（授業の導入）
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段階が多い。動画の中での附小の教員の高い教育実
践力が顕著に感じられるのが導入の工夫だと感じ
取っているのであろう。
　しかし，授業動画を積極的に用いて，動画からよ
り児童の表情や行動を読み取れる力を教育実習まで
に培うためには，より効果的な授業改善の工夫が求
められる。例えば，授業動画を家庭で視聴できるな
ど反転学習としての手法を組み入れることも念頭
に，授業時間のマネジメントを含めた授業方法の検
討を進める予定である。
注
１） 文部科学省，「教員の資質能力向上方策の見直
し及び教員免許更新制の効果検証に係る調査集計
結果」，2010
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sankou/__
icsFiles/afieldfile/2011/02/24/1302602_01_1.pdf
